
女岩 男岩 太鼓岩

寄りそって1億年

１億１千万年前の白亜紀に誕生し
た三王岩は、中央に高さ50メートル
の男岩、それに寄り添うように立つ
女岩、太鼓の形をした太鼓岩の３つ
の岩からできており、岩手県の天然
記念物に指定されています。
もともと陸地とつながっていた男
岩、女岩が、波浪や風化により削ら
れ、海に切り立った現在の景観にな
りました。一方、太鼓岩は海岸付近
の地層から落ち、現在のところに転
がってきたものです。

三王岩
S a n n o - i w a R o c k s

さ ん の う い わ

Onna-iwa (female rock) Otoko-iwa (male rock) Taiko-iwa (drum rock)
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津 波 遺 構

後世に伝える津波の教訓
宮古市三陸ジオパーク推進協議会

たろう観光ホテル
T s u n a m i r e m a i n s T a r o K a n k o H o t e l

た ろ う か ん こ う ほ て る
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たろう観光ホテル跡は、海岸線より
約200mの位置にあります。東日本
大震災の津波により６階建ての建物
の４階まで浸水し、１・２階は完全に
破壊されて鉄骨が向き出しになり、そ
の破壊力を感じることができます。
震災当日にホテル６階から撮影し
た津波が襲来する映像を公開し、災
害の記録を後世への教訓として伝え、
防災意識を高めてもらう取り組み「学
ぶ防災」の見学コースとなっています。
また、東日本大震災の津波遺構の
第１号として保存されています。
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見て、歩いて、

田老で考える防災

昭和８年（1933）の三陸津波
の翌年、昭和９年（1934）から
建設が始まり、「万里の長城」と
呼ばれた高さ10m、総延長2.4
㎞におよぶＸ型の防潮堤。
平成23年（2011）の津波に
よって被害を受けるまで、防潮堤
は、田老の町を守ってきました。
田老では、「震災の記憶を後世
に伝え、学ぶ」取り組みとして、
「学ぶ防災」ツアーで現地を歩き、
津波の脅威と教訓を伝えていま
す。
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田老の防潮堤
T a r o S e a w a l l

た ろ う の ぼ う ち ょ う て い
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津波の脅威と防災の教訓

宮古市三陸ジオパーク推進協議会

津波到達点
T s u n a m i h e i g h t ’ s i n d i c a t o r s

つ な み と う た つ て ん
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田老漁港の崖面には明治と昭
和の津波遡上高を示すプレート
が設置されており、過去の津波
のスケールを一目で感じ取ること
ができます。
平成23年（2011）の津波は、
過去２回の津波遡上高をはるか
に越えたことが、破壊されたプ
レートからわかります。
また、田老地区に建設された
高さ10m（海抜）、長さ約2.4km
の大防潮堤をも凌駕し、甚大な
る被害をおよぼしました。津波の
脅威と防災の教訓を学ぶことが
できる重要な場所です。
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昭和８年（1933）の三陸津波
の記念碑。石碑には、「大地震
の後には津浪が来る、津浪の襲
来時には高所に逃げろ」などの
言葉が刻まれています。
今なお続く大地の変動は、これ
からも災害をもたらす可能性が
あります。たびたび津波の襲来を
経験してきた田老の歴史と先人
からの教訓を忘れず、防災に活
かしていくことが大切です。
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津波記念碑
T s u n a m i m o n u m e n t
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